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● ? ?ﾂ?? ?● ?ﾂ??? ? ??A②後生菩提のためだが､写経する崇徳院になお後白河帝の 仕打ちを不当とする思いもあったことを暗示する○ 
● ?ﾂ???(D後生菩提のため､また謀反の罪深さに対する悔恨の思い も込めて写経したとする○ 
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備考　×印は板行されなかったもの(『国書総目録』による｡)
△印の『保元』各種異本については､ 『参考保元物語』
(元禄六年板)による参照を想定している｡
こうして秋成は､保元の乱に関する多-の文献を通じて様々にあ
り得た歴史と向き合い､それらとの対話を重ねる中から自分なりの崇徳院像を作り上げていった｡そしてそこには､歴史に向かい合う秋成の関心のあり方が色濃-反映されているように思われる｡
先に私は'自らも｢罪深きこと｣と自覚しながら､なぜ院は｢道｣
を踏み外し､天皇家と天下に崇る御霊と化していったのかという問題意識が｢白峯｣に窺えると述べた｡この間題意識はたとえば､妬婦の害の甚大さを冒頭に明示しっつ､後の惨劇が夫に真心を踏みにじられた磯良のやむにやまれぬ怨みによることを描-｢吉備津の釜｣
l翻順面
のあり方に直接結びつ-だろう｡さらに善悪や罪､美醜などに関する常識的な道理や基準自体はあるべき理として認めながら､そうした理が通らない'あるいは理によっては割り切れない現実のありようを凝視するという意味で言えば､『雨月物語』の他編､さらには
(注国)
それ以降の秋成の著作活動にも通じてい-ものと思われる｡『雨月物語』の各編は多-動乱の時代を背景として描かれるが､｢白峯｣は今述べたような形での現実への関心が秋成において歴史の問題と結びついた始発点として位置づけられるのではないか｡この一連の見通しが認められるならば､秋成が『雨月物語』の後は創作活動からやや離れ､古代史と密接に関わる和学に打ち込んでい-経緯や内的な必然性を､如上の意味での歴史に対する関心という観点から跡づげろことができると思われる｡この見通しの検証を今後の課題としたい｡
一〇
*　秋成作品からの引用は中央公論社版全集による｡『神皇正統
記』は日本古典文学大系本に､『読史余論』は『日本思想大系新井白石』に､『保建大記』は『日本思想大系　近世史論集』に､『本朝通鑑』は国書刊行会版に'『吉記』は増補史料大成本による｡また流布本『保元物語』は貞享二年阪本に'『日本王代一覧』は寛文三年坂本による｡いずれも引用に際して一部漢字を通行字体に改め､句読点の別を設け､振り仮名を適宜省略するなど､本文を改めたところがある｡傍線､傍点の類は全て三浦による｡
(注〉(-)　高田衛｢怪談の思想-『雨月物語』　の美学IL　(同氏著『上
田秋成研究序説』'寧楽書房へ　昭43･6)
(2)　大輪靖宏著『上田秋成文学の研究』　(笠間書院､昭5 1･1)､
勝倉喜一著『雨月物語構想論』　(教育出版センター､昭52･9)
(3)　今泉忠義著『雨月物語精解』　(技報堂､昭2 5･2)､長島弘明
著『雨月物語の世界』　(ちくま学芸文庫､筑摩書房､乎10･4)
(4)渡辺守邦｢雨月物語｢白峯｣の分析｣　(『言語と文芸』4 0､昭
40･5)
(5)鵜月洋著『雨月物語評釈』　(角川書店､昭4 4･3)､勝倉氏注
2前掲書など参照｡
(6)　佐々木亨｢｢白峯｣と志度-珠採り伝説を巡ってIL　(『読
本研究新集』3'平1 3･m)
(7)　ただし名例律の｢議条｣によれば､謀反は｢入唐｣の一とし
て議親条が適用されない　(『日本思想大系　律令』参照)｡ここでは厳密な法規定はひとまず措き､あ-まで院にとって理や筋道と認識されていたものとして扱う｡
(8)井上泰至｢｢白峯｣の王道論とその背景｣　(同氏著『雨月物語
論-源泉と主題』､笠間書院､平日･4)､同｢『雨月物語』｢白峯｣と『椿説弓張月』｣　(『防衛大学校紀要』00､平2･3)
(9)近世の歴史思想について､小沢栄一著『近世史学思想研究』
(吉川弘文館､昭49･Ⅱ)､尾藤正英｢皇国史観の成立｣　(棉良亨･尾藤正英･秋山虔編『講座日本思想』第四巻､東京大学出版会､昭的･3)参照｡また名分や分度をめぐる問題意識が近世中期において持ちうる同時代性については､稲田篤信著『名分と命録　上田秋成と同時代の人々』　(ぺりかん社､平1 8･2)　参照｡
(1 0)　小沢氏注9前掲書(〓)保元の乱前後の時期に関する近世までの主な文献のうち､讃
岐配流後崩御に至るまでの崇徳院の動静を記さないものは管見の範囲で次の通り｡板木のあるものは括弧内に刊年も略記した｡『兵範記』､『神皇正統記』(慶安二板)､『愚管抄』､『今鏡(続世継)』　(慶安三枝)､『保暦間記』　(寛文十一板他)へ　『一代要記』､『本朝皇胤紹運録』(寛文十三板)､『百錬抄』(享和三板)､
『帝王編年記』､『歴代皇記』､『皇年代私記』へ『日本百将伝抄』(明暦元板)､『本朝編年小史』　(寛文二板)､『日本王代一覧』(寛文三枝)､『武家事記』､『本朝通鑑』､『本朝通紀』　(元禄十一板他)､『読史余論』　(享保九板他)､『日本外史』　(文政十二板他)　等｡
なお､参照する文献の選定に当たり､『参考保元物語』に
おける使用例と､『和漢軍書要覧』　(明和七年板)　への掲載を一応の基準とした｡
(1 2)小山一成｢『雨月物語』(｢白峯｣)と『白峯寺縁起』および『四
国偏礼霊場記』｣　(『立正大学国語国文』H､昭50･3)､若木太一｢(白峯)の造型-典拠からの遡源-｣　(『日本文学研究資料新集　秋成･語りと幻夢』､有精堂､昭62･6､初出『近世文芸』32､昭55･3)､井上氏注8前掲論文参照｡
(1 3)拙稿｢｢性｣と｢神L I｢吉備津の釜｣論IL　(『日本文芸論
叢』15､平13･3)参照｡
(I 4)拙稿｢秘密の山と修羅-｢仏法僧｣論IL　(『日本文芸論叢』
17･18合併号へ　平16･3)､同｢｢女しき｣ことと｢娃なる｣ことのあいだ-｢蛇性の娃｣論-｣　(『日本文芸論稿』29､平17･3)､同｢信義の行方-｢菊花の約｣論I｣　(『文化』(東北大学文学会)　73-3･4､平2･3)　など参照｡
(付記)　本稿は日本文学協会第二十六回研究発表大会(平成1 8年
7月1 6日､於東北大学)　での口頭発表に基づき､大き-加筆訂正を施したものである｡佐々木昭夫氏､風間誠史氏､染谷智幸氏､
一一
石川秀巳氏､鈴木健一氏はじめ､発表前後に御教示を賜った先生方に心より御礼申し上げます｡
また右の口頭発表で述べた部分を除き､本稿は平成二十一年度
文部科学省科学研究費補助金　(若手研究　(B)､課題番号20720054)　の成果の一部である｡
